
デジタルメディアを利用した障害者向け支援機器の開発

～障害者のコミュニケーション手法の研究～
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－ －Research on Communication Methods
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平成１１年度の研究 にて製作した入力機器の模型をもとに、日本語入力が可１）

能な機能モデルを試作した。形状を自由に変えられる樹脂を用いて上肢障害者に

も操作を可能とした。通常の入力モードと、指点字による入力モードの切り替え

機能を付加した。

キーワード：入力機器，熱可塑性樹脂，点字，指点字

パソコン普及率　　（内閣府調べ）
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１．はじめに

パソコンの普及率は１９９５年以降に急上昇

し、２００３年は６０％を越えている。しかし、

身障者のパソコン普及率は健常者の３分の１程度

である（図１ 。）

図１

図１ パソコン普及率（内閣府調べ）

９９年ライフデザインフォーラムにおいて身障

者を対象にアンケート調査を実施したところ パ、「

ソコンを使えない理由」を「障害のため」とする
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人は７２％と圧倒的であることが判明した。他方

で、同アンケート調査によるとパソコンは「障害

者がやってみたいこと」という調査項目において

は、旅行につづき第２位に位置する （図２ 。２） ）

図２ 障害者がやってみたいこと(N=145)

内閣府による平成１５年版障害者白書によると

日本における肢体障害者の推定人数は約１７５万

人なのでニーズは約１９万人と推定されるが、パ

ソコン普及率のグラフを考慮すると現在ではさら
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にその２倍以上のニーズがあると思われる。

一方で行政手続きのオンライン化等、様々なサ

ービスがパソコンによる入力操作を前提としてい

る。このような環境で充分なサービス利用を可能

にするには、障害者の使用を考慮したユニバーサ

ルデザインによる入力装置の開発が緊急かつ不可

欠であり、潜在的ニーズも高い。

そこで、平成１１年度の研究 にて製作した入１）

力機器の模型をもとにして、障害者がベッドの中

でも操作が可能なデータ入力装置を試作し、それ

を利用したコミュニケーションの方法について研

究した。

２．研究内容

アンケートの結果を受けて、実際に高齢者や障

害者が入力装置を使う場面としてベッドに体を横

たえた状態を想定し、どのような問題があるかを

調査した。

はじめに、従来のキーボードをベッドの上で使

用する実験を行った。

このような姿勢でキー入力操作をすることは、

自分の手の重みで疲労が増し、長時間作業するこ

とが難しい。更にキーボードの操作を覚えようと

する初心者にとってはキーの数が多いことにより

混乱を起こすことが分かった。この問題を解決す

るため以下のようなコンセプトに基づき入力装置

のデザインを行い、モックアップを試作した。

①キーの数が少ない

②手を置いた状態で入力作業ができる

図３ データ入力装置のモックアップ

また、特許を出願した（特願 提2000-242343

出日平成 年 月 日 （図３ 。: 12 8 10 ） ）

①、②のコンセプトをもとに試作した機能モデル

は次のような特徴をもつ。

①日本語のひらがな入力については母音 アイ(

ウエオ と子音 アカサタナハマヤラワ の合計) ( )

１５個のキーで基本的な音を入力できる。そ

のほか促音や濁音などのキーとファンクショ

ンキーを合わせて２０個程度とする。

②手が疲れないように、手のひらを密着したま

ま操作できるデザインである。こうすること

で指のホームポジションが決まり、正確なキ

ー操作が可能である。

本システムでは、右手の５つのキーが母音 Ａ(

ＩＵＥＯ に対応し、左手の１０個のキーが子音)

ＡＫＳＴＮＨＭＹＲＷ に対応するようになって( )

おり、オペレータは左右のキーを同時に押すこと

により１回の操作でひらがな１つの音を入力する

。 、 「 」、事ができる 例えば 左のＨと右手のＡで は

左のＮと右手のＡで「な 、といった要領で操作」

できる。また、濁音や促音を入力するために右手

に５つの予備キーが用意してある。

装置本体を目視しなくても操作できるので、

身体機能の低下した高齢者やベッドの中で寝たき

りの生活を余儀なくされている人でも布団の中で

パソコンを操作することができるようになる。そ

の結果、生活の様々な部分で自立や生き甲斐を生

み出すことが期待できる。

今年度の研究ではモックアップに基づき、実際

に入力が可能な機能モデルの試作を主に行った。

更に本機能モデルをもとに障害者向けコミュニケ

ーションツールとしての機能についても提案し

た。

２．１ ユニバーサルデザインによるキー入力装

置の開発

日本語文字入力機能と英数字入力機能を同時に

備えた入力装置にすることが目標であるが、今年

度は日本語ワープロ機能を実現することを目標と

した。
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実用性を評価をするためにローマ字入力のでき

る機能モデルを試作した（図４ 。）

図４ データ入力装置の機能モデル

右手の５つのキーが母音 ＡＩＵＥＯ に対応( )

し、左手の１０個のキーが子音 ＡＫＳＴＮＨＭ(

ＹＲＷ に対応する。濁音や促音の入力は、右手)

に用意されている５つの予備キーを用いることで

実現した。

５つの予備キーには、スペース、濁音、促音、

小文字用の ｘ 、リターンを割り当てた。” ”

例えば、 埼玉県の企業 と入力するには 埼” ” ”

玉県 の部分は”

"S"+"A"+"I"+"T"+"A"+"M"+"A"+"K"+"E"+"N"

と入力して スペース で漢字変換を行う。" "

このとき ， ， ， ， の部分は左"S" "T" "M" "K" "N"

手であり ， ， は右手で入力する。,"A" "I" "E"

企業 の部分は上の例と異なり、濁音、小文字" "

" " "G"+"I"が加わってくる 通常 ぎ などの濁音は。 、

と入力する。しかし、本キーボードはコンセプト

①に基づき２０個のキー操作により濁音も入力で

きるようにするため、 濁音キー を加えた。同様" "

に小文字 ょ に対しては 小文字キー を用いる。" " " "

つまり、 企業 と入力するには" "

"K"+""I"+"K"+"I"+" "+" "濁音キー 小文字キー

+"Y"+"O"+"U"

と入力したのちに漢字変換を行う。

 

 

 

 

波及効果について考察すると、従来のキーボー

ドと比べると、両手が独立することで、ベッドの

中や電車の中でも、パソコン操作ができるように

、 。なり 健常者においても大きな市場を期待できる

一般のパソコン市場では、ユビキタス・コンピ

（ ） 、ューティング が進展しUbiquitous Computing

ウェアラブル・コンピュータと呼ばれる身に付け

るコンピュータが登場すると言われている。コン

ピュータはポケットに収まる程の大きさになり、

ディスプレーは、眼鏡のようにヘッドマウント型

のものが登場することが推測されているが、携帯

に適したキーボードが無かった。

本研究で開発する入力装置は、このようなウェ

アラブル・コンピュータにも対応できるため、健

常者においても大きな市場を期待できる

２．２ 障害者向けコミュニケーションツールの

開発

平成１４年度の研究 では 形状変更可能な入3) ”

力装置 と題して市販の熱可塑性樹脂を用いて、”

四肢障害をもつ人にも個別に形状を変更すること

で対応可能な入力装置の提案を行った（図５ 。）

本年度の研究では、モックアップではなく樹脂

を用いた機能モデル

の試作を行い、動作

を確認した。個々人

に合わせた形状の微

調整により使用感の

向上が確認できた。

図５ 熱可塑性樹脂による試作

２．３ コミュニケーション手法の研究

視覚障害者が環境を把握するために点字は有効

な手段であることが知られている。情報を読み取

るだけでなく、コミュニケーションの道具として

指点字 という手法がある。簡単にいうと従来” ”

の点字ルールをそのまま両手の人差し指、中指、

薬指の動きで再現する手法である。基本的には①

から⑥の六個のドットの凹凸で文字や記号を表現
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（ ）。 、 、 、 、 、する 図６ 母音を① ② ④ 子音を③ ⑤

⑥で表現する

ローマ字

方式である。

指点字は

①、②、③

を左手の人差

図６ 点字が持っている情報し指、中指、

薬指で操作し、

④、⑤、⑥を右手の人差し指、 中指、薬指で操

作する（図７ 。）

指点字独自のルールもあるが、点字のルールと

ほぼ重なる。

視覚障害者の中には、先天性か後天性かに依

るが、ローマ字方式よりも指点字のほうがストレ

スなく入力できるという人もいる。そのようなニ

ーズにも対応できるように指点字の入力も可能な

機能を実現した。ローマ字方式、指点字方式の切

り替えをワンタッチで行うことができる。

また、キーを探すための指の移動がほとんど無

いので、指点字を不得意とする視覚障害者にとっ

ても入力し易い仕様を実現した。

図７ 点字入力に用いる指の配置

３．まとめ

(1) ユニバーサルデザインによる入力装置 のモ１）

ックアップをもとに、日本語ワープロ機能を

備えたローマ字入力のできる機能モデルを試

作した。

(2) 熱可塑性樹脂を用いることで、個人個人の状

況に適した形状に変更できる仕様を実現し

た。

(3) 指点字機能を切り替える機能を付加した。
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